
第１学年１組 学級活動（１）学習指導案 

北九州市立小石小学校 

 

 

１ 議題 「６ねんせいと いっしょに クリスマスパーティーをしよう」 

 

２ 議題について 

（１） 児童の実態 

 本学級の児童（男子１３名、女子１４名）は、５月に「どんな学級にしたいか」について話し合

い、「はなしを よく きいて、みんなで ちからを あわせて がんばる やるきいっぱい やさしさ

いっぱい にこにこいっぱい きらきら かがやく たのしい １ねん１くみ」という学級目標を設定

した。生活の中で気付いたことを進んで話したり、みんなでやりたいことを提案して一緒に遊んだ

りすることが好きな児童が多く、自分の思いを素直に表現しながら学級活動に意欲的に取り組んで

いる。 

１学期は、児童と一緒に「みんなで話し合いたいこと」を決め、教師が中心となって学級会等で

話し合い、みんなで実践することを楽しむ経験を積み重ねてきた。６月末頃になると、児童の方か

ら「次の学級会で司会をやってみたい」「黒板記録をしてみたい」など、自分たちの力で学級会を

進めていきたいという思いが高まってきたため、５回目の学級会から計画委員会を立ち上げ、輪番

で話合いを行っている。司会・黒板記録・ノート記録などの役割を教師と一緒に体験することで、

みんなで力を合わせて話し合って決めることができた喜びを感じられるようになってきている。ま

た、自分たちで話し合って問題を解決したり、楽しい計画を立てて活動したりすることのよさを感

じ、学級会を楽しみにしている児童も多い。 

 これまでの話合い活動で、進んで自分の意見を発表したり、みんなの意見のよいところを生かし

て決めようとしたりする姿勢が児童の中に見られるようになってきた。しかし、自分の考えに固執

し、折り合いをつけることが難しい児童もいる。短冊、賛成・反対マーク等を活用して、話合いの

状況を可視化することで、友達の思いにも気付かせながら、みんなで納得できるような話合いがで

きるように指導を続けている。 

 

（２） 議題選定の理由 

 本議題は、「１０月に『１年生ともっと仲良くなろう集会』をしてくれた６年生にお返しがした

い」と思った児童により、提案されたものである。この提案を学級全体に紹介したところ、「クリ

スマスパーティーをして、６年生と一緒に遊んだら楽しそう。」「クリスマスプレゼントを渡した

ら、６年生が喜んでくれそう。」など、賛成する意見が多く出た。学級全体の「６年生のためにク

リスマスパーティーをして、もっと仲良くなりたい」という思いが高まったことを受けて、計画委

員会で話し合い、議題として選定された。 

入学当初から、６年生に朝の準備を手伝ってもらったり、休み時間に６年生と一緒に遊んだりし

ていたため、６年生に親しみを感じている児童は多い。「大好きな６年生のために、自分たちの力

で集会を開いて、もっと仲良くなりたい」という目的に向かって、みんなで話し合って決めたこと

をもとに、協力して実践する楽しさを十分に味わわせていきたい。 



３ 目標 

知識及び技能 

〇 みんなで学級生活を楽しくするために他者と協働して取り組むことの意

義を理解することができる。 

〇 話合いの進め方に沿った意見の発表の仕方や他者の意見の聞き方を理解

し、活動の方法を身に付けることができる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

○ 学級生活を楽しくするために、問題を発見し、解決方法について話合いの

進め方に沿って合意形成を図り、仲よく助け合って実践することができる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

○ 学級生活を楽しくするために、見通しをもったり振り返ったりしながら、

自己の考えをもち、役割を意識して集団活動に取り組もうとする。 

 

４ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

〇 みんなで学級生活を楽しくするために他者と協働して取り組

むことの意義を理解している。 

〇 話合いの進め方に沿った意見の発表の仕方や他者の意見の聞

き方を理解し、活動の方法を身に付けている。 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

○ 学級生活を楽しくするために、問題を発見し、解決方法につい

て話合いの進め方に沿って合意形成を図り、仲よく助け合って実

践している。 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

○ 学級生活を楽しくするために、見通しをもったり振り返ったり

しながら、自己の考えをもち、役割を意識して集団活動に取り組

もうとしている。 

 

５ 事前の活動 

日時 学習活動 〇 主な指導上の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

11月 13日 

昼休み 

１ 計画委員会で議

題を選定し、議題を

決定する。 

（計画委員会） 

〇 真剣に話し合える内容を

選定することができるよう

に、提案された議題のよさと

必要性を考えて選ぶように

助言する。 

【主】計画委員会の役割を理

解し、進んで取り組もうとし

ている。 

（発言内容・行動観察） 

11月 14日 

昼休み 

帰りの会 

２ 柱、話合いのめあ

てなどを決めて、学

級全体に知らせる。 

 （計画委員会） 

〇 みんなで１つの内容を決

める話合いができるように、

学級の課題を意識させなが

ら、柱や話合いのめあてを考

えるように助言する。 

【思】提案理由に沿って、全

員で話し合いたい内容を決定

している。 

（発言内容・行動観察） 

11月 15日 

小石タイム 

３ 議題、提案理由、

柱、めあてを確認

し、自分の考えを学

級会ノートに書く。 

 （全員） 

〇 自分の意見をもって話合

いに参加できるように、提案

理由やめあてを意識して考

えるように助言する。 

【思】提案理由やめあてを意

識して、自分の考えを学級会

ノートに書いている。 

（ノート分析） 



11月 18日 

昼休み 

 

４ 学級会ノートに

書かれた意見を整

理し、話合いの準備

や練習をする。 

（計画委員会） 

 

〇 司会や黒板記録、ノート記

録の仕事が理解できるよう

に、司会カードを活用する。 

〇 学級会での話合いを円滑

に進めることができるよう

に、ノートに書いてある意見

を、短冊に書いて準備してお

く。 

〇 児童の意見を分かりやす

く伝えるために、GIGA端末を

活用して写真等の準備をす

る。 

【知】自分の役割や学級会の

進め方を理解し、友達と協力

して準備をしている。 

（発言内容、行動観察） 

 

11月 19日 

昼休み 

 

５ 学級会のリハー

サルを行う。 

（計画委員会） 

〇 見通しをもって自分の役

割ができるように、司会カー

ドを活用しながら、学級会の

進め方の確認をする。 

11月 20日 

昼休み 

 

６ 掲示物等の準備

をする。 

（計画委員会） 

〇 掲示物等の準備がスムー

ズにできるように、これまで

の学級会の記録写真を活用

して準備する。 

 

６ 本時の学習 

（１）日時 令和６年１１月２０日（水）５校時 於 １年１組教室 

（２）主眼 

６年生のために企画した「クリスマスパーティー」で行う遊びの内容について話し合う活動を

通して、友達の考えや自分の考えのよさに気付き、６年生と楽しみながらもっと仲良くなれるよ

うな内容を学級全員で考えて決めることができるようにする。 

（３） 見方・考え方を働かせている児童の姿 

提案理由やめあてを意識して自分の意見を発表している姿 

友達の意見のよいところに気付き、よりよい合意形成を図ろうとしている姿 

（４）準備 

  教師：黒板掲示用プレート（議題、提案理由、柱１など）、GIGA端末 

  児童：学級会ノート（全員） 

司会カード・学級会グッズ・意見を書いた短冊（計画委員会） 

 

（５）展開 

第１１回学級会 活動計画 
議 題 ６ねんせいと いっしょに クリスマスパーティーをしよう 

役 割 司   会（ ）（ ） 黒板記録（ ）（ ） 

ノート記録（ ）    提 案 者（ ）（ ）（ ） 

提案理由 「１年生ともっと仲良くなろう集会」をしてくれた６年生にお返しがしたいと思いま

した。みんなで「クリスマスパーティー」をして、クリスマスの遊びを一緒にしたり、



プレゼントを渡したりしたら、６年生に喜んでもらえて、もっと仲良くなれると思った

ので、提案しました。 

めあて 〇６年生のことを考えながら、話し合おう。 

〇友達の意見のよいところを見付けながら、最後までよく聞こう。 

決まって

いること 

日時：１２月１９日（木）３時間目 

場所：多目的室 

内容：５つの遊びのコーナーを作る。（５つのグループに分かれて行う。） 

   １つのコーナーで遊べる時間は、６分程度。 

   ６～７人が一度に繰り返し遊べて、クリスマスらしい遊びの内容にする。 

学習活動 〇 指導上の留意点  【観点】評価規準（評価方法） 

１ はじめの言葉 

 

 

 

２ 司会グループの紹介 

 

 

３ 議題と提案理由の確

認 

 

 

 

４ めあての確認 

 

 

５ 決まっていることの

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 話合い 

柱１ 

「クリスマスの遊びの 

内容を決めよう」 

（出し合う 

→くらべ合う 

→まとめる) 

 

 

 

 

 

○ めあてや提案理由などを意識しながら話合いができるように、

議題、提案理由、話合いのめあてなどは、事前に模造紙や短冊に

書き、黒板等に掲示しておく。 

 

〇 自分の役割と頑張ることを発表することで、自分なりのめ

あてをもって取り組むことができるようにする。 

 

〇 「クリスマスパーティーをして、６年生に喜んでもらい、

もっと仲良くなりたい」という目的を意識して話し合うこと

ができるように、GIGA 端末を活用して写真を見せて、提案者

の思いや願いを学級全体で共有する。 

 

〇 めあてに沿って話合いができるように、全員で声に出して

読むようにする。 

 

〇 全員が同じイメージをもって話し合えるように、決まって

いることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 出し合うでは、多様な意見を出しやすくするために、必要

に応じて、事前に学級会ノートに書いていた意見を想起させ

たり、自信をもって発表できるように声かけをしたりする。 

 

〇 くらべ合うでは、遊ぶ内容について共通の視点をもって考

えることができるように、３つの視点（6～７人が一度に遊べ

るか・繰り返し遊べるか・クリスマスらしい遊びになってい

るか）を掲示する。 

 

〇 友達の考えのよさに気付くことができるように、賛成や反

対の理由を短い言葉で短冊に書いて、黒板記録の児童と一緒

に黒板に分かりやすく整理していく。 

 【決まっていること】 

日時：１２月１９日（木）３時間目 

場所：多目的室 

内容：５つの遊びのコーナーを作る。 

（５つのグループに分かれて行う。） 

   １つのコーナーで遊べる時間は、６分程度。 

６～７人が一度に繰り返し遊べて、 

クリスマスらしい遊びの内容にする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
７ 決まったことの確認 

 

 

 

８ 振り返り 

 

 

 

 

９ 先生の話 

 

 

〇 意見が出ないときは、意見を出しやすくするために、小グ

ループでの話合いを取り入れるように、司会の児童に助言す

る。 

 

〇 まとめるでは、少数意見も大切にして、それぞれの意見の

よさに着目しながら話合いができるように、合意形成のツー

ルとして「まとめ技」の掲示を活用しながら話合いをまとめ

るようにする。 

 

【思】６年生に楽しんでもらえるような遊びの内容にするため

に、友達の考えや自分の考えのよいところに着目して合意形

成を図っている。（発言内容・行動観察） 

 
 
〇 決まったことを分かりやすく伝えることができるように、

ノート記録の児童には、「決まったことの発表カード」を活

用して話すように声をかける。 

 

〇 「友達のよいところ」「話し合う前と比べて変わったこと」

「これから頑張りたいこと」など、振り返りの視点を示すこ

とで、話合いを通して感じたことを具体的に書くことができ

るようにする。 

 

〇 今後の活動への意欲を高めることができるように、提案理

由やめあてを意識した発言、友達の思いを大切にしていた発

言、頑張った計画委員会を称賛する。 

 
 
（６）評価の様相 

区 分 様  相 

十分満足できる 

状況 

提案理由や話合いのめあてを意識しながら、友達の考えや自分の考え

のよいところに着目して合意形成を図っている。 

おおむね満足 

できる状況 

教師の支援を受けて、提案理由や話合いのめあてを意識しながら、友

達の考えや自分の考えのよいところに着目して合意形成を図っている。 

 

７ 事後の活動 

日時 学習活動 〇 主な指導上の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

11月 21日 

～ 

 12月 18日 

 

１ 「クリスマスパー

ティー」に向けて、

役割分担をして、集

会の準備をする。 

 

 

〇 児童が協力したり助け合

ったりして楽しく活動する

ことができるように、全員で

役割を分担して準備を進め

る。 

【主】合意形成したことを基

に、自分の役割を意識しなが

ら友達と協力して活動しよう

としている。 

（発言内容・行動観察） 

12月 19日 

３校時 

２ ６年生と「クリス

マスパーティー」を

する。 

 

〇 集会のめあてを意識しな

がら、自分の役割を果たした

り、協力して活動したりでき

るように声かけをする。 

 

【知】自分の役割を理解して

集会に参加し、活動を楽しん

でいる。 

（発言内容・行動観察） 



12月 19日 

４校時 

 

３ 振り返りをする。 

 

 

〇 実践を振り返り、満足感や

達成感を感じたり、新たな目

標や課題を意識したりする

ことができるように、児童の

努力や意欲などを積極的に

認めたり、児童のよさを学級

全体で伝え合ったりする。 

【知】合意形成したことをみ

んなで協力して実践すること

のよさを理解している。 

（発言内容・ノート分析） 

 

 
 

 


